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計画変更の背景と対応

背 景

輸送需要の増大に対応した船舶
の大型化

・新造の大型RORO船が投入される予定

であり、既存岸壁（－７．５ｍ）での対応が
できない

内貿ユニットロード輸送需要増大

図 常陸那珂港～苫小牧港間 内貿RORO貨物取扱量の推移

200

移出 移入

船舶積載の限界

積み残し、又は東京港、
新潟港等への振り分け

背後企業の利用
要請等から増大

時間と料金の優位
性から急増

内貿貨物需要の増加に伴う船舶
の大型化に対応した機能強化

対 応

苫小牧港

常陸那珂港

北海道ＲＯＲＯ船
（６便／週）

内貿ＲＯＲＯバース（－９ｍ）を
新規に計画

横須賀港

川崎港
横浜港

東京港

木更津港

千葉港

鹿島港

大洗港

日立港

常陸那珂港
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計画変更の内容
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既定計画 今回計画中央ふ頭地区
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中央ふ頭地区

計画変更の効果

① 貨物輸送時間の短縮や輸送コストの削減

② 北関東地域の貨物輸送の増大に対応

③ 北関東地域の物流構造の再編

効率的な国内海上輸送体系の構築

北関東地域の発展に貢献


